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『虞美人草』第八章描写法
                              Junko Higasa

講義の中で K 先生が送るデジタル信号を、私の脳がどこまでキャッチして正しく解

析できているかはわからないが、それがピンポイントのヒントであることは確かだ。

『虞美人草』第八章で、「漱石は甲野の母を解剖学的に描写している」という信号を

受け取った私は、即座にレオナルド・ダ・ヴィンチを思い浮かべた。そして章全体を

眺めてみると濃淡様々な白の表現が目につく。何故こんなに繰り返し違う形で「白」

を登場させるのか？そこには何か意味があるはずだ。そう考えた時、私の頭の中でそ

れがすっかり「モナ・リザ」につながった。そこから私はこの章は漱石が「レオナル

ド・ダ・ヴィンチ」に挑戦した章だと解釈する。漱石はこの章でまず「モナ・リザ」

に使われたスフマート技法、デッサン技法を文章表現に取り入れた。即ち、漱石は文

字で絵を描いたのだ。何という驚異！漱石は『草枕』でレオナルド・ダ・ヴィンチの

名を挙げており、「画工（漱石自身）の実力が（レオナルドと同時期の）ラファエロや

ミケランジェロには及ばない」と書いたが「画では彼らに及ばない代わりに、同じ画

法を文章で表現して見せよう」というのが、この『虞美人草』第八章ではないだろう

か。漱石は文学で西洋人に出来ることは東洋人にもできるという自信を持っていたが、

それを超えて「音楽・絵画でできることは文学でもできる」という「藝術」そのもの

の共通性・総合性にまで達することができたと思われる。そうであれば正にその挑戦

と実現は驚異というほかはない。それこそ本当のグローバルだ。

そんな感覚のもとに、まず「モナ・リザ」の「解剖学的表現」を見るために、漱石

の筆において繰り返された「モナ・リザ」のイメージが一番如実に表れている文章と

して『虞美人草』以降に発表された『永日小品』の中の『モナリサ』を採り上げよう。

その内容を取りまとめると【役所勤めの井深が古道具屋で手に入れた西洋画を細君

に見せると『気味の悪い顔です事ねえと云った』気味が悪いから掛けるのをおよしな

さいと言った細君に、井深は「お前の気のせいだよ」と言って掛けて眺めるが、画工

の光線の加減で口元が閉じたようにも、これから開けようとするようにも見え『やは

り口元に何か曰くがある』と思う。翌日、その額は紐が切れて欄間の上から落ちてガ

ラスが割れた。額の裏を開けてみると西洋紙が出てきて『モナリサの唇には女性
にょしょう

の謎

がある。原始以降この謎を描き得たものはダヴィンチだけである。この謎を解き得た

ものは一人もない』と書かれていた。翌日、井深は役所で「モナリサ」や「ダヴィン

チ」について尋ねるが、誰も知らなかった】というものである。これは漱石が西洋紙

に書かれていた言語を理解でき、日本人が誰一人それを知らなかった時代に、レオナ

ルド・ダ・ヴィンチの「モナ・リザ」が人体解剖知識のもとに描かれた最大傑作であ

ることを知っていたという事実の裏付けであろう。ついでに言うと、甲野さんが論じ

る哲学者：レオパルディを最初に日本に紹介したのも漱石だと言われている。

そのように「モナ・リザ」の「謎の微笑み」を知っていた漱石が、それを「謎の女」

として転換した甲野の母の表情は『きりりと釣り上げた眼尻の尽くるあたりに、疳の

筋が裏を通って額へ突き抜けているらしい上部
う わ べ

を、浅黒く膚
き

理
め

の細かい皮が包んで、

外見だけは至極穏やかである』という人体内部を貫通した表現となっている。そこに

あるのは「モナ・リザ」に共通する「筋肉や血管を包み込む穏やかな表面」である。

但し性格だけは大分違うようだけれども。



そして今度は『虞美人草』同章の色彩表現に着目する。これに関しては絵画技法と

照らし合わせて箇条書きにしようと思う。多様な「白」の表現については、それを「色」

として捉えるのではなく「明度」として捉える。

【sfumato スフマート・伊】レオナルド・ダ・ヴィンチ(1452.4.15～1519.5.2)をはじ

めとするルネサンス期の画家が創始した技法。深みとヴォリュームを出すため色彩の

透明な層を重ね、色の境界を際立たせずに形状を表現するぼかし技法。その代表的作

品が「モナ・リザ」

第八章文中には『一本の浅葱桜が夕暮れを庭に曇る』『夜
よ

を陽
よう

に返す洋灯
ラ ン プ

の笠に白き

光りをゆかしく罩
こ

めて』『唐草を一面に高く敲き出した白銅の油壺が晴れがましくも宵

に曇らぬ色を誇る』という丸みを帯びて浮かび上がる輪郭線の曖昧な情景がある。

【valeur ヴァルール・仏】明暗とその位置関係で対比させる。

【impasto イㇺパスト・伊】明暗をはっきりさせることによってある色を強調する。

縁側を渡る藤尾の「変わり色の厚く折り返した裾」と「足を細長く見せる今卸した

かと思われるほどの白足袋」は形状の対比と白色の強調。

【chiaro scuro キアロ-スクーロ・伊】レオナルド・ダ・ヴィンチによって始められた

デッサン技法。灰色の中に黒（木炭、チョーク）と白（パステル、チョーク）で描く。

【trois dessin トロヮデッサン・仏】バロック期のルーベンス(1577.6.28～1640.5.30)
によるデッサン技法。キアロ-スクーロの中に暖色を一つ入れてアクセントをつける。

『佐倉炭の白き残骸
なきがら

の完
まった

きを毀
こぼ

ちて、心
しん

に潜む赤きものを片寄せる。温もる穴の崩

れたる中には、黒く輪切の正しきを択んで』 白と黒の間に赤という暖色がある。

それから「薩摩の急須」に着目する。薩摩焼には大衆向けの黒薩摩と豪華絢爛な白

薩摩があるが、本章のはヒビ入り素地に彩色されている白薩摩である。白薩摩は淡い

黄色の地に無色の釉薬をかけるので、焼き上がった時に素地と釉薬の収縮差で細かい

ヒビができる。それは「モナ・リザ」をはじめとする油彩画の下地・彩色・釉薬の寿

命差から生じるヒビを連想させる。また薩摩焼は、パリ万博で人気を博したことから

欧米の輸出用として主に京都で絵付けして輸出された。その万博を漱石は見ている。

そして見る角度を変えると、画工の光線の加減で、「モナ・リザ」の顔に伏された暗

号の如く漱石が技法でカムフラージュした暗号が『隙間なく渋の洩れた劈
ひ

痕
び

焼
やき

に、二

筋三筋藍を流す波を描いて、真白
ま し ろ

な桜を気儘に散らした薩摩の急須』に浮かび上がる。

薩摩といえば西郷隆盛。そこに日本の国花と言える命はかなき桜花を散らすというこ

と。「宇治の茶、薩摩の急須、佐倉の切り炭」というブランド品の羅列を、趣なき会話

を嫌う作者である漱石は『一弾指頭に脱離の安慰を読者に与うるの方便である』と断

る。しかしそれは西郷を語ったことを追求させないための方便ではなかったか？幾重

にも塗られた「白」は、西郷の「潔白」を際立たせるための描法ではなかったか？そ

して地球は回転する。そこで宗近一を行ったきり戻ってこない「鉄砲玉」に例えた漱

石は、甲野の父に代表される当時の外交官の「命の明暗」をスフマートで描く。

少なくとも「女の謎を解明する」ことを文筆で目指す漱石は、この『虞美人草』第

八章で、絵画で女の謎を描き得たレオナルド・ダ・ヴィンチに挑戦している。(2013.9.14)
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